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２００８年２月１日に、私たちの敬愛する同僚であり、かつ人間科学会の会員
であった法学部教授生瀬克己先生がご逝去されました。６６歳の若さで旅立た
れた先生のことを思うと、まことに哀しみと痛恨の気持ちに堪えません。
先生は、桃山学院高校・桃山学院大学経済学部をご卒業の後に、大阪市立
大学大学院経済学研究科（修士・博士課程）へと進学されました。そして１９７４
年以来、３３年間にわたって、母校である桃山学院大学教員として、お勤めに
なりました。その間、人権問題委員長・一般教育部長・法学部設置検討委員
会委員などの要職を歴任し、大学の運営に大きく貢献されました。
２００７年１２月には桃山学院大学名誉教授の称号授与も認められ、２００７年度末
をもって、本学を辞されて、その後は研究活動に専念される予定のなかでの
突然のご逝去でした。突然のご逝去で、ライフワークとしてのご研究が続け
られなくなったこと自体、先生ご自身にとって、本当に残念で、無念なこと
であったのではないかと推察しています。
先生は人権問題をご専門としておられ、数多くの著書や論文をはじめとす
る研究業績を上げられましたことは皆様ご承知のとおりであります。それら
を簡潔にコメントすることは、若輩の小生の身に余ることですが、会長の任
として、僭越ながら追悼文として記させていただきます。
大学院時代から初期の生瀬先生のご研究は、人権問題のなかでも部落問題
を中心としていましたが、１９８０年代半ばより、障害者問題を中心とするよう
に大きく転換されます。そのなかで、ジエンダーや大都市スラム（寄せ場）
の問題に言及されつつ、ハンセン病や傷痍軍人の問題へと研究対象は拡大し、
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深められていったのでした。その考察や研究方法の筆致には、生瀬先生独自
の、他の研究者の追随を許さないような鋭い視点および、社会的に弱い立場
の人々へのあたたかい共感のまなざしとともに、すぐれた内容の深まりがあ
ったのでした。
ご逝去の後に、ご家族を通して、大学に返還された研究費図書の受け入れ
とともに、先生が私費で購入された図書の寄贈を受けました。その膨大な量
に驚くとともに、改めて先生が、数多くの既存先行研究を渉猟されるととも
に、研究にあたっては史料をきわめて重視されていたことがよくわかりまし
た。生前の先生の真摯な研究姿勢と方法論を痛切に感じ入りました。その大
量の蔵書から、先生のこれからの研究領域の拡がりや発展を予想しうるよう
な、意気込みというべきものが、壮絶になるほどに感じられました。
たとえば、レギュラシオン理論やアナール学派・世界システム理論に関す
る本が多数認められました。おそらくは、マルクス主義経済史学方法論のこ
れからのゆくえを模索されていたのでしょうか。
近代史については、ご専門の研究対象とされたハンセン病や傷痍軍人・ジ
エンダー・大都市スラムに関する貴重な資料・文献は言うにおよばす、東北
地方における出稼ぎや女性身売りに関する豊富な資料をはじめ、衣食住・文
化・流通経済など広範な文献資料が収集されていました。それらは今後のす
ばらしい研究成果に結実する予定のものだったのでしよう。
さらに、古代史・中世史・近世史に関する歴史学・民俗学の図書をはじめ、
民話集・伝説集の膨大な文献が残されていました。また東北から九州にかけ
ての広範な市町村誌の収集もなされていました。
私たちは生瀬先生を近世史・近代史における人権問題の研究者とみなしが
ちですが、これらのおびただしい蔵書群を見るにおよんで、実は本当の生瀬
先生のライフワークとしての研究テーマは、古代からの日本の歴史の大きな
流れのなかで、基層文化としての社会構造や民俗の底流のなかに、差別や人
権の問題を位置づけて解明しようとした壮大なスケールの構想のものであっ
たのではないかと推察されます。
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その意味では、大学教員の現職を退いた後で、これまでの膨大な資料・文
献の蓄積をもとに、さらに研究の発展に専念できる自由な時間の日々が訪れ
ることを、先生ご自身がどんなに心待ちにしておられたのでしようか。しか
し、それを目前とした生瀬先生の早すぎるご逝去は、私たち研究者や学界に
とって、本当に残念なことであり、きわめて大きな損失であったと言わざる
を得ません。
生瀬先生、天上の人となられても、これまで以上に自由にご研究をますま
す発展されるとともに、どうか私たち後進を見守り、お力添えいただきます
ようにお祈りをいたします。
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